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１. 研究の背景と目的 

近年，建物の老朽化や少子高齢化，人口減少に伴い，

空地・空家が増加し，地域の活気の低下や防犯性の低下，

町並みの連続性の喪失をもたらすこと等が問題となって

いる。このような空地・空家の増加の問題は，歴史的町

並みにおいても例外ではない。 

大分県杵築市城下町地区では，城下町の町並みを活か

したまちづくりが行われている。その一つとして，平成

25 年度に実施された住民ワークショップでは，「空地・空

家が多い」という課題や，その解決のために「空地・空

家の活用」が提案されている。これをうけて平成 26 年に

は空地・空家の発生メカニズムに関する調査や空地を活

用した実証実験が実施された。 

そこで本研究では，全国の歴史的町並みにおける空

地・空家に関する取組みと大分県杵築市城下町地区での

実証実験により，歴史的町並みにおける空地・空家の活

用手法を検討するための知見を得ることを目的とする。 

歴史的町並みにおける空地・空家の活用に関する既往

研究として，矢吹ら 2）は歴史的町並みにおける空家再生

活動の事例研究により，空家再生における汎用性のある

活用手法及びその過程を明らかにした。また，山添ら 3）4）

は重伝建地区における空地・空家の活用に関する事例研

究により，地区の現状と活用事例の関係について明らか

にした。しかしながら，空地の活用手法及びその過程や

活用後の評価については明らかにされていない。歴史的

町並みにおける空地及び空家に関する取組みを横断的に

分析した点，空地活用の検討と実践及び評価を行った点

に本研究の必要性がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２. 歴史的町並みにおける空地・空家に関する取組み 

歴史的町並みと保全の必要性を有する「歴史的風致維

持向上計画」を認定された都市の空地・空家に関する取 

組みを表 1 にまとめた。「歴史的風致維持向上計画」認定

都市は 44 あり，そのうち空地・空家に関する取組みは 32

事例確認できた。32 事例のうち，空地・空家を活用した

イベントや社会実験を行った『活用実施事例』8 事例と，

『杵築市事例』を【連携体制】【事業資金】【事業内容】

の項目で比較した。 

【連携体制】に関しては，『活用実施事例』8 事例のう

ち，6 事例が「企業」または「地域住民」が取組みに関わ

っている。『杵築市事例』においても「企業」，「地域住民」

の参画が確認できている。 

 【事業資金】に関しては，『活用実施事例』8 事例のう

ち，「助成金」を受けて活動している事例が 7 事例あり，

約 9 割を占める。『杵築市事例』も事業資金は国土交通省

による「助成金」が中心である。 

 【事業内容】に関しては，『活用実施事例』8 事例のう

ち，5 事例が店舗，4 事例が芸術・音楽の場，3 事例が体

験の場として空地・空家を活用している。これらの活用

は『杵築市事例』においても確認できた。 

３. 住民主導による空地活用の検討と実践 

杵築市城下町地区に点在する 3 つの空地 A，B，C(図 1)

において実施される空地活用実証実験に関して，空地周

辺の特徴，空地の活用内容，運営体制，杵築城下町地区

の街並みに合った工作物のデザインの検討を行うために，

全 2 回のワークショップを行った。概要を表 2に，第 1， 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1 活用実施事例 8事例と杵築市事例の比較 
杵築市事例

まちづくり会社
による

サブリース事業

歴史的街区における
空家等ストック活用

による新たまちづくりの
実証的調査

空き家の
お掃除会

アートイベント

街なか再生
社会実験事業

尾道
空き家再生
プロジェクト

短期空家賃貸
「チャレンジショップ」による

空家対策促進事業

門前暮らしの
すすめ

プロジェクト
常楽市

杵築市城下町地区における
空地発生メカニズムの解明と
空地を活用した住民主体の

まちづくりシステムの調査・構築

愛知県犬山市 京都府京都市 埼玉県川越市 佐賀県佐賀市 広島県尾道市 広島県竹原市 長野県長野市 奈良県斑鳩町 大分県杵築市

犬山まちづくり株式会社
・京都市東山区役所

・京都市景観まちづくりセンター
川越蔵の会 佐賀市街なか再生会議 尾道空き家再生プロジェクト ネットワーク竹原 ナノグラフィカ＋マイルーム 東栄会 城下町地区まちづくり協議会

企業 ● ○ ● ○ ● ○ ○
専門家 ○ ○ ● ○
地域住民 ○ ○ ○ ○ ○ ● ●
大学 ○ ○ ○ ○ ○ ○
行政 ○ ● ● ○ ○ ●
NPO ● ● ● ●

その他法人 ● ○

・事業収入
・助成金(犬山市)

助成金(国土交通省：全国都市
再生モデル)

会員収入 助成金(佐賀市)
・会員収入　・寄付金　・事業収
入　・助成金（国土交通省：長期
優良住宅等推進環境整備事業）

助成金(文化庁：NPOによる
文化財建造物活用モデル事業)

助成金(厚生労働省：ふるさと
雇用再生基金事業)

助成金(中小企業)
助成金（国土交通省：
歴史的風致維持向上
推進等調査事業）

空き家 空き家 空き家 空き地 空き家＋空き地 空き家 空き家 空き家＋空き地 空き家+空き地
・改修工事
・イベント

・調査　・ワークショップ
・社会実験　・イベント

イベント
・社会実験
・イベント

・調査　・居住支援
・改修工事　・イベント

・改修工事
・イベント

・調査　・居住支援
・改修工事　・イベント

イベント ・調査　・社会実験

・犬山まちづくり会社が借り受け
改修した上で、新規事業希望者
のテナントに貸出するサブリー
ス事業の実施。

・空き家悉皆調査および空き家
所有者意識調査
・空家活用に関する実証的調
査。『空家活用した着物着付・和
小物製作体験』、『京町家de音
楽会』
・地域向けワーキング勉強会お
よびシンポジウムの開催

・空き家の蔵造り商家を持ち主
から借り、お掃除会をイベントと
して実施。
・アートイベントを1年間に5回開
催。

・駐車場を地域住民の方と協働
で芝生化。
・移動及び再利用可能なコンテ
ナを使って街なかに人を集める
プログラムを実施
・来場者数のカウント及び来場
社を対象としたアンケートの実
施

・空き家の現状調査、ワーク
ショップ式の空き家再生工事、
空き家への居住支援の実施。
・ピクニックをしながら、空き地の
活用方法を考えるイベントの開
催。

・空き家を修理し、公開施設と
し、音楽会等のイベントを開催。
その後はチャレンジショップなど
として活用。

・空き家の現状調査
・ウェブサイトを使った空き家の
紹介
・空き家のリノベーション
・空き家の見学会、空き家相談
会の実施

空き家、空き地を活用し、雑貨
や飲食、エステなどを学生、近
隣住民、県立大学、東栄会で運
営し出店。

・城下町地区のデザインコード
や空き地・空き家の調査と分析
・調査分析に基づいた空き地や
修景箇所等の基本設計
・仮設屋台や休憩スペースなど
を住民と共同で製作。
・空き地での実証実験
・利活用実験中のアンケート調
査，ヒアリング調査の実施

連携体制

主体:●
連携団体：

○

活用実施事例[8事例]

事業内容

事業対象

事業資金

写真

事業名

運営主体名

市町村

日本建築学会大会学術講演梗概集	 

（関東）	 2015 年	 9	 月	 
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2 回ワークショップの意見による実証実験での実施活動を

図 1に示す。 

４. 住民意識からみる空地活用の評価と今後の方向性 

 来街者ヒアリング調査，担い手アンケート調査，担い

手会議により，空地活用実証実験における課題を明らか

にした。概要を表 3に，結果を図 2，図 3に示す。 

【来街者ヒアリング調査】「空地利用は城下町杵築に必

要と思うか」という質問に対しては，『日常的に必要』と

いう回答と『定期的に必要』という回答にほとんど差異

が無い。このことから，空地で活用内容が日常的に求め

られる空地の在り方とは若干異なっていたことがわかる。 

また，杵築市居住者の実証実験の認知度は約 6 割にとど

まっていたことがわかった。 

【担い手アンケート調査】運営内容が日常的に求められ

る空地の在り方とは若干異なっていたことがわかる。ま

た，活動によっては，利用金を支払っても良いという傾

向がみられた。 

【担い手会議】広報・周知に関しては，「学校や PTA な

どの団体との連携」，「市報や CATV，回覧板の活用」など

の提案があげられた。また，担い手サポート・資金調達

に関しては，まちづくりの方向性を「明文化」すること

でまちづくりに賛同する個人・団体からの「寄付金」が 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

得られるのではないかという提案や実証実験の内容が販

売に偏っていたことから「商い以外」で「人を集めるし

くみ」を考えてみてはどうかという提案があげられた。 

５. 総括 

以上のことから，歴史的町並みにおいて空地・空家を

活用する際には，「地域住民」や「企業」などの団体が連

携はもちろん，取組みやまちづくりの方向性を認知して

もらうために，地域内の住民による他団体とも広く連携

する必要があることが明らかとなった。また，継続的な

活用とするためには，「助成金」に頼らない資金調達の方

法や人が集う仕組みを考え，日常的な賑わいを創出する

ことが重要であることが明らかとなった。 
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図 1 第 1，2回ワークショップの意見による実証実験での実施活動 

図 2 来街者ヒアリング調査結果  

図 3 担い手アンケート調査結果 

表 3 来街者ヒアリング調査，担い手アンケート調査，担い手会議概要 
調査 来街者ヒアリング調査 担い手アンケート調査

調査期間 実験期間中(2014/11/1～30) 実験後(2014/11/30～)
対象 空地利用に訪れた来街者 イベントや出店を行った担い手

サンプル数 79人(杵築市居住者46人) 31団体

担い手会議
日程 2014/12/18

住民参加者 16人

内容
実験後、担い手とのワークショップを実施し、今後の
空地利活用のあり方について検討する。

表 2 第 1，2回ワークショップ概要 

実施日
グループ数

作業内容

4グループ5グループ

第1回ワークショップ 第2回ワークショップ
2014/9/18(木) 2014/10/2(木)

提案内容の発表と共有全体でイチオシの発表と共有

抽出された意見か重点ポイント(イチ押し)抽出された意見から重点ポイント(イチ押し)を選定

工作物のデザインの検討運営体制の検討要素の配置や管理、運営体制に関する意見を抽出

55%44%

1%

空地利用は城下町杵築に必要と思うか

日常的に必要だと思う

定期的に必要だと思う

必要だと思わない

61%
35%

4%
実証実験について知っているか(杵築地域在住)

はい

いいえ

無回答

18%

42%

10%

24%

3%

3%
空地利用料はいくらぐらいが妥当か

無料

1回につき○○円

1日○○円

売上の○○％

1時間につき100円

無回答

32%

58%

10%
空地利用は城下町杵築に必要と思うか

日常的に必要

定期的に必要

小さなイベントは日常的に

大きなイベントは定期的に
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